
変更点の概要変更点の概要
全日制の場合全日制の場合

な

む

あ

み

だ

ぶ
つ

　
阿
弥
陀
如
来
（
仏
）
と
い
う
仏
様
は
、

こ
の
世
の
西
方
は
る
か
十
万
億
土
を
隔

て
た
極
楽
浄
土
に
い
て
、
常
に
全
て
の

衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
し
て
説
法
さ
れ

て
い
る
仏
様
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
阿

弥
陀
信
仰
と
い
う
の
は
端
的
に
言
え
ば
、

た
だ
『
南
無
阿
弥
陀
仏
（
名
号
）』
と

唱
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
救
わ
れ
る
と

い
う
素
朴
で
分
か
り
や
す
い
教
え
で
す
。

　
全
国
的
に
阿
弥
陀
仏
の
像
が
造
ら
れ
、

画
像
や
名
号
軸
、
さ
ら
に
は
多
く
の
名

号
塔
（
南
無
阿
弥
陀
仏
と
刻
ん
だ
石
塔
）

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
種
類
と

字
体
の
名
号
塔
が
あ
り
ま
す
が
、
神
奈

川
県
西
部
で
は
そ
の
独
特
の
書
体
で
知

ら
れ
る
民
間
信
仰
の
徳
本
、
唯
念
名
号

塔
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
徳
本
名
号
塔
は
関
東
、
中
部
、
東
海

の
広
き
に
わ
た
り
（
特
に
長
野
県
と
神

奈
川
県
）
建
て
ら
れ
、
唯
念
名
号
塔
は

静
岡
県
東
部
（
駿
東
郡
、
伊
豆
近
辺
）

と
神
奈
川
県
西
部
に
多
く
分
布
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
特
に
江
戸
末
期
か
ら
明
治

初
期
に
か
け
、
疫
病
治
癒
な
ど
に
顕
著

な
霊
験
を
示
し
て
熱
狂

的
に
そ
の
信
仰
が
広
ま

り
ま
し
た
。

　
唯
念
念
仏
は
、
当
時

流
行
し
た
コ
レ
ラ
な
ど

の
疫
病
ま
で
も
治
す
と

言
わ
れ
、
そ
の
話
は
明

治
の
初
年
、
地
方
新
聞

の
記
事
に
も
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
足

柄
上
郡
各
町
や
秦
野
市
、
南
足
柄
市
、

小
田
原
市
あ
た
り
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
名
号
塔
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
当
町
に
お
い
て
は
名
号
塔

は
多
数
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
徳
本
、

ま
た
は
唯
念
名
号
塔
と
し
て
は
、
寄
の

福
昌
院
参
道
入
り
口
に
あ
る
唯
念
名
号

塔
が
あ
る
の
み
で
す
。
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　今
年
度
か
ら
、
す
べ
て
の
公
立
高
等
学
校
（
課
程
）
で
「
共
通
選
抜
」
が
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
く
変
わ
っ
た
「
公
立
高
校
入
学
者
選
抜
制
度
」
に
つ
い

て
特
集
し
ま
す
。

公
立
高
校
の
入
試
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

公
立
高
校
の
入
試
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

⑴
新
学
習
指
導
要
領
の
施
行

　
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
課
程
は
、

今
年
度
か
ら
中
学
校
で
実
施
さ
れ
、
平
成

25
年
度
か
ら
高
等
学
校
に
お
い
て
も
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、

『
新
た
な
学
力
』と
し
て「
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
の
習
得
」と
と
も
に
、
そ
れ

ら
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」、
さ
ら
に

は
「
学
習
へ
の
意
欲
」
に
つ
い
て
も
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
を

的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

⑵
選
抜
期
間
の
長
期
化

　
こ
れ
ま
で
の
高
校
入
試
は
前
期
選
抜
と

後
期
選
抜
の
複
数
の
受
験
機
会
を
設
定
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
選
抜
期
間
が
長
期
化

し
て
お
り
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
多
く
の

日
数
を
要
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

高
校
入
試
制
度
の
改
善
理
由

高
校
入
試
制
度
の
改
善
理
由

新
し
い
選
抜
制
度

新
し
い
選
抜
制
度

松田の文化財探訪松田の文化財探訪松田の文化財探訪松田の文化財探訪

「歴史的石造物」
その7

福昌院の名号塔

昨年度のまちなか美術館
（写真はさがみ信用金庫での様子）

町文化財保護委員
平賀康雄

⑶
中
学
校
で
の
指
導
へ
の
影
響

　
前
期
選
抜
で
合
格
者
が
決
定
す
る
一
方
、

多
く
の
不
合
格
者
が
出
る
現
状
が
あ
り
、

不
合
格
と
な
っ
た
生
徒
の
精
神
的
負
担
が

大
き
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
期
選
抜
合
格
発
表
以
降
、
す

で
に
高
等
学
校
へ
の
合
格
が
決
ま
っ
て
い

る
生
徒
と
後
期
選
抜
に
向
け
て
努
力
を
続

け
る
生
徒
が
混
在
す
る
こ
と
か
ら
、
進
路

指
導
、
生
徒
指
導
の
視
点
に
お
い
て
も
改

善
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
※「
学
習
指
導
要
領
」
と
は
、
文
部
科

学
省
が
、
教
科
や
内
容
を
ど
の
学
年

で
ど
の
よ
う
に
実
施

す
る
か
な
ど
の
基
本

事
項
を
示
し
た
も
の

　
こ
れ
ま
で
の
前
期
選
抜
、
後
期
選
抜
の

特
性
を
活
か
し
、そ
れ
を
一
体
化
し
た
「
共

通
選
抜
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
定

時
制
、
通
信
制
に
つ
い
て
は
、
共
通
選
抜

の
後
に
「
定
通
分
割
選
抜
」
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
学
習
の
記
録
（
中
学
校
の
成
績
）、
学

力
検
査
（
入
学
試
験
）、
面
接
の
3
つ
は

選
抜
（
検
査
）
の
資
料
と
し
て
全
て
の
学

校
で
実
施
さ
れ
、
一
部
の
学
校
で
特
色
検

査
が
プ
ラ
ス
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

⑴
学
習
の
記
録
（
中
学
校
の
成
績
）

　
２
学
年
と
３
学
年
の
９
教
科
の
評
定（
成

績
）
が
資
料
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で

の
特
別
活
動
の
記
録
（
生
徒
会
活
動
、
部

活
動
等
）
に
つ
い
て
は
、面
接
の
中
で
「
意

欲
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

⑵
学
力
検
査
（
入
学
試
験
）

　
全
日
制
で
は
５
教
科
、
定
時
制
で
は
３

教
科
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
を

測
る
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
配

点
は
１
教
科
50
点
満
点
か
ら
１
０
０
点
満

点
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
ま
で
の

「
独
自
問
題
」
を
実
施
す
る
学
校
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

⑶
面
接

◎
各
校
共
通
の
評
価
の
観
点

・
入
学
希
望
の
理
由

・
中
学
校
で
の
教
科
等
に
対
す
る
学
習
意
欲

・
中
学
３
年
間
で
の
教
科
等
以
外
の
活
動
に

対
す
る
意
欲

　
※
す
べ
て
の
学
校
で

　
　
質
問
さ
れ
ま
す

◎
学
校
ご
と
の
評
価
の
観
点

・
高
校
で
の
教
科
、
科
目
等
に
対
す
る
意
欲

・
高
校
で
の
教
科
、
科
目
等
以
外
の
活
動
に

　
対
す
る
意
欲

・
学
校
、
学
科
等
の
特
色
の
理
解

・
将
来
の
展
望

・
面
接
の
態
度

・
そ
の
他
の
観
点

　※
こ
の
中
か
ら
何
点
か
質
問
さ
れ
ま
す

⑷
特
色
検
査

　
学
力
検
査
や
面
接
で
は
測
れ
な
い
総
合
的

な
能
力
や
特
性
を
測
る
検
査
で
、「
実
技
検

査
」
と
「
自
己
表
現
検
査
」
が
あ
り
ま
す
。

県
西
・
秦
野
伊
勢
原
地
区
の
学
校
で
実
施
す

る
の
は
、
小
田
原
、
西
湘
理
数
コ
ー
ス
、
山

北
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
で
す
。

⑸
選
考
方
法

　「
学
習
の
記
録
」「
学
力
検
査
」「
面
接
」

の
３
つ
の
資
料
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
点
満

点
に
し
た
上
で
、
合
計
が
１
０
０
０
点
に
な

る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
比
率
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
色
検
査
は
別
に
５
０

０
点
ま
で
上
乗
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
各
資
料
最
低
の
比
率
は
２
割
）

　
※
右
図
は
各
高
等
学
校
で
定
め
た
比
率

【
問
い
合
わ
せ
】
教
育
課
学
校
教
育
係

　
☎（
83
）
７
０
２
３

　
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
幼
児
・
児
童
・

生
徒
が
制
作
し
た
絵
や
立
体
作
品
な
ど

を
、
町
内
の
商
店
や
事
業
所
な
ど
に
展

示
す
る
「
ま
ち
な
か
美
術
館
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
ち
な
か
を
歩
く
際
は
、

ち
ょ
っ
と
足
を
止
め
て
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。
展
示
場
所
等
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
☎（
83
）７
０
２
３

　今
年
度
の
入
学
選
抜
に
つ
い
て

寄
中
学
校
進
路
指
導
主
任
　

　
　
　
教
諭
　
大
隈
章
代

　　
今
年
度
か
ら
、
公
立
高
校
の
入
試
選
抜
が

２
月
の
み
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
進
路
指
導
や
教
科
指
導
に
じ
っ
く
り
時

間
を
か
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
選
抜
制
度
で
は
、
学
力
検
査
で
記

述
式
の
問
題
が
出
題
さ
れ
た
り
、
受
験
生
全

員
に
面
接
が
課
せ
ら
れ
た
の
で
、
本
校
で
は

日
頃
か
ら
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
、

主
張
し
た
り
す
る
場
面
を
多
く
設
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
た
特
別
活
動

な
ど
の
実
績
が
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
中
学
３
年
間
の
教
科
や
教
科
外

の
取
り
組
み
の
姿
勢
（
意
欲
）
が
面
接
で
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
活
動
が
持
て
る
よ
う

充
実
し
た
中
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。

平成24年度の入学者まで
○前期選抜（１月25日・26日）
　 合格発表（２月１日）
　定員の20～50％を募集
　選抜資料
　・面接
　　（一部の高校で実技検査）
　・学習の記録（中学校の成績）
○後期選抜（２月16日・17日）
 　合格発表（２月24日）
　選抜資料
　 ・学力検査（国・社・数・理・英）
　　（一部の高校は独自問題を実施）
　・学習の記録（中学校の成績）

平成25年度の入学者から
○共通選抜（２月15日・18日・19日）
合格発表（２月28日）

　選抜資料
　・学習の記録（中学校の成績）
  ・学力検査（国・社・数・理・英）
　・面接
　・特色検査（一部の高校で作
　　 文や実技検査などを実施）
　　　　
※入学者選抜の詳しい内容は、県
教育委員会ホームページで確
認できます

　http://www.pref.kanagawa
　.jp/cnt/f160600/
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大　井
山　北
山北スポー
ツリーダー
吉田総
小田ビ
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選抜
　資料

学校名

学
習
の
記
録

学
力
検
査

面

　
接

特
色
検
査

※募集人員の90％を選考

（県西・秦野伊勢原地区）

各高校の第1次
選考比率

各高校の第1次
選考比率

２月15日（金）～28日（木）

（　　　）日程は
前年度

（　　　）日程は
今年度


